
三

専
攻
学
科
目　

天
然
物
合
成
化
学

生　

年　

月　

昭
和
二
三
年　

一
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
五
年　

三
月 

東
北
大
学
理
学
部
化
学
科
卒
業

同　

四
七
年　

四
月 

住
友
化
学
工
業
（
株
）（
昭
和
四
八
年
四
月
ま
で
）

同　

五
二
年　

三
月 
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
二
年　

三
月 
理
学
博
士

同　

五
二
年　

四
月 
米
国
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
博
士
研
究
員

同　

五
三
年　

九
月 

米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
博
士
研
究
員

同　

五
五
年　

六
月 

（
財
）
サ
ン
ト
リ
ー
生
物
有
機
科
学
研
究
所
研
究
員

同　

五
八
年　

四
月 

東
北
大
学
理
学
部
助
手

同　

六
一
年
一
〇
月 

東
北
大
学
理
学
部
助
教
授

同　

六
四
年　

一
月 

東
北
大
学
理
学
部
教
授

平
成　

七
年　

四
月 

東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授

同　

一
八
年　

四
月 

東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
附
属
巨
大
分
子
解
析
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
平
成
二
三
年
三
月
ま
で
）

同　

二
〇
年　

四
月 

東
北
大
学
デ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
イ
ッ
シ
ュ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
（
平
成
二
三
年
三
月
ま
で
）

同　

二
四
年　

四
月 

東
北
大
学
名
誉
教
授

同　

二
六
年　

一
月 

大
阪
府
立
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
六
年　

三
月 

（
株
）
ア
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
取
締
役
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

平ひ
ら　

間ま　

正ま
さ　

博ひ
ろ



一
一

理
学
博
士
平
間
正
博
氏
の
「
シ
ガ
ト
キ
シ
ン
を

始
め
と
す
る
複
雑
な
構
造
を
有
す
る
生
理
活
性

天
然
物
の
全
合
成
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査

要
旨

　

平
間
正
博
氏
は
、
多
数
の
複
雑
な
生
理
活
性
天
然
物
の
独
創
的
な
全
合
成
法

を
開
発
し
、
従
来
の
全
合
成
研
究
の
概
念
を
超
え
た
、
他
分
野
や
社
会
に
も
貢

献
す
る
新
し
い
天
然
物
合
成
化
学
を
開
拓
し
た
。
以
下
に
研
究
業
績
の
概
要
を

記
す
。

（
１
）
シ
ガ
ト
キ
シ
ン

　

平
間
氏
の
多
く
の
優
れ
た
研
究
成
果
の
中
で
も
金
字
塔
と
呼
ぶ
べ
き
も
の

が
、
海
産
物
中
毒
シ
ガ
テ
ラ
の
原
因
物
質
で
、
フ
グ
毒
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
よ

り
毒
性
が
三
〇
倍
程
強
い
シ
ガ
ト
キ
シ
ン
（C

TX

）
の
全
合
成
で
あ
る
。
こ
の

構
造
は
、
安
元　

健
ら
に
よ
っ
て
ポ
リ
環
状
エ
ー
テ
ル
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
が
、
そ
の
大
き
さ
と
立
体
化
学
の
複
雑
さ
に
阻
ま
れ
、
化
学
合
成
は

極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
氏
は
、
一
二
年
に
亘
る
研
究
に
よ
り
画

期
的
な
二
環
構
築
型
収
束
的
分
子
構
築
法
等
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

C
TX

3C

の
全
合
成
を
世
界
で
初
め
て
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
全
合
成
法
は
ポ
リ

環
状
エ
ー
テ
ル
の
統
一
的
か
つ
普
遍
的
な
合
成
法
で
あ
り
、
他
の
シ
ガ
ト
キ
シ

ン
同
族
体
三
種
の
全
合
成
も
達
成
し
た
。
し
か
も
、
分
子
中
央
部
を
環
拡
大
ま

た
は
環
縮
小
し
た
構
造
の
も
の
で
は
毒
性
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
な
ど
、
毒

性
発
現
に
対
す
る
構
造
要
因
も
明
ら
か
に
し
た
。
全
合
成
が
二
〇
〇
一
年
に
サ

イ
エ
ン
ス
誌
に
掲
載
さ
れ
る
と
、
現
代
有
機
合
成
化
学
の
最
も
困
難
な
課
題
に

挑
戦
し
て
解
決
し
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
シ
ガ
テ
ラ
予
防

や
治
療
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
た
。
同
氏
は
そ
の
期
待
に
違
わ
ず
、
無
毒
の
合

成
中
間
体
を
抗
原
用
ハ
プ
テ
ン
と
し
て
用
い
た
信
頼
性
の
高
い
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ

ル
抗
体
作
製
法
を
開
発
し
、
高
感
度
毒
魚
検
定
イ
ム
ノ
ア
ッ
セ
イ
法
や
中
毒
治

療
へ
の
道
を
開
い
た
。

　

シ
ガ
テ
ラ
の
危
険
性
は
、
地
球
温
暖
化
に
伴
い
熱
帯
の
み
な
ら
ず
温
帯
に
も

広
が
り
深
刻
化
し
て
い
る
。
同
氏
に
よ
り
合
成
さ
れ
た
こ
れ
ら
シ
ガ
ト
キ
シ
ン

類
は
、
毒
素
同
定
の
標
準
試
料
や
神
経
生
理
学
研
究
試
薬
と
し
て
国
内
外
の
研

究
者
へ
提
供
さ
れ
る
一
方
、
同
氏
の
開
発
し
た
中
毒
予
防
の
た
め
の
シ
ガ
ト
キ

シ
ン
検
出
イ
ム
ノ
ア
ッ
セ
イ
キ
ッ
ト
は
、
日
本
企
業
に
よ
り
実
用
化
さ
れ
世
界

へ
市
販
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
平
間
氏
の
研
究
は
学
問
分
野
や
国
境
も
越

え
て
人
類
の
健
康
と
福
祉
へ
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
魚
資
源
の
有
効
利
用
に
繋

が
る
本
邦
の
誇
る
べ
き
研
究
成
果
で
あ
る
。



一
二

（
２
）
エ
ン
ジ
イ
ン
抗
が
ん
抗
生
物
質

　

一
九
八
〇
年
代
に
登
場
し
た
エ
ン
ジ
イ
ン
抗
が
ん
抗
生
物
質
は
、
特
異
な
構

造
と
強
力
な
活
性
に
よ
り
医
療
の
各
方
面
に
衝
撃
を
与
え
た
。
平
間
氏
は
、
タ

ン
パ
ク
質
複
合
体
と
し
て
放
線
菌
が
産
生
す
る
九
員
環
エ
ン
ジ
イ
ン
の
全
合
成

研
究
を
進
め
、
生
理
活
性
の
本
質
で
あ
るD

N
A

二
重
鎖
切
断
機
構
や
、
タ
ン

パ
ク
質
複
合
体
の
三
次
元
構
造
と
安
定
化
機
構
を
も
解
明
し
た
。
そ
し
て
、
九

員
環
内
に
二
重
結
合
と
二
つ
の
三
重
結
合
を
有
す
る
高
歪
み
エ
ン
ジ
イ
ン
構
造

とp-

ベ
ン
ザ
イ
ン
ビ
ラ
ジ
カ
ル
構
造
と
は
平
衡
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
上
で
、
ビ
ラ
ジ
カ
ル
に
よ
る
水
素
引
き
抜
き
速
度
が
フ
ェ
ニ
ル
ラ
ジ
カ

ル
よ
り
遅
い
と
い
う
、
従
来
の
ラ
ジ
カ
ル
化
学
の
常
識
を
覆
す
重
要
な
発
見
を

し
た
。
さ
ら
に
、
天
然
物C

-1027

や
ケ
ダ
ル
シ
ジ
ン
お
よ
び
そ
の
九
員
環
エ

ン
ジ
イ
ン
合
成
モ
デ
ル
化
合
物
がp-

ベ
ン
ザ
イ
ン
ビ
ラ
ジ
カ
ル
と
平
衡
に
あ

る
証
左
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
分
解
し
て
生
じ
るESR

シ
グ
ナ
ル
を
初
め
て
観

測
し
た
。
一
方
、
タ
ン
パ
ク
質
工
学
の
手
法
を
用
い
て
、
重
水
素
化
グ
リ
シ
ン

を
取
り
込
ま
せ
た
ア
ポ
タ
ン
パ
ク
質
を
合
成
し
、
水
素
引
き
抜
き
反
応
の
同
位

体
効
果
に
よ
っ
て
タ
ン
パ
ク
質
複
合
体
が
安
定
化
し
、
抗
が
ん
作
用
を
増
強
で

き
る
こ
と
も
示
し
た
。

（
３
）
コ
ン
パ
ク
チ
ン
お
よ
び
ロ
バ
ス
タ
チ
ン
他

　

平
間
氏
の
初
期
の
研
究
で
は
、
微
生
物
由
来
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
剤
コ

ン
パ
ク
チ
ン
お
よ
び
ロ
バ
ス
タ
チ
ン
の
全
合
成
を
世
界
に
先
駆
け
て
達
成
し

た
。
こ
れ
ら
のH

M
G

-C
oA

還
元
酵
素
阻
害
剤
は
ス
タ
チ
ン
と
総
称
さ
れ
て

い
る
が
、
新
た
な
化
学
合
成
に
よ
っ
て
第
二
、
第
三
世
代
ス
タ
チ
ン
へ
と
発
展

し
て
い
る
。
同
氏
に
よ
る
全
合
成
が
こ
の
創
薬
の
流
れ
を
作
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、
ミ
ル
ベ
マ
イ
シ
ン
と
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
の
全
合
成
も

注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
抗
生
物
質
は
、
動
物
の
抗
寄
生
虫
薬
と
し
て
実
用
化

さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン
は
ア
フ
リ
カ
の
風
土
病
オ
ン
コ
セ
ル

カ
症
に
も
著
効
を
示
す
た
め
、W

H
O

に
よ
る
絶
滅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
を

担
っ
て
い
る
。
同
氏
は
こ
れ
ら
の
化
合
物
の
生
物
活
性
の
鍵
で
あ
り
、
構
造
中

に
共
通
し
て
存
在
す
る
ヘ
キ
サ
ヒ
ド
ロ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
部
分
の
合
成
に
適
用
で

き
る
極
め
て
独
創
的
な
立
体
選
択
的
方
法
を
考
案
し
、
両
抗
生
物
質
の
全
合
成

を
達
成
し
た
。
そ
の
他
、
同
氏
は
多
数
の
複
雑
な
生
理
活
性
天
然
物
の
全
合
成

を
独
自
の
方
法
で
完
成
し
、
天
然
物
合
成
化
学
を
先
導
し
て
き
た
。

　

以
上
、
平
間
氏
は
、
複
雑
な
生
理
活
性
天
然
物
の
独
創
的
な
全
合
成
法
を
開

発
し
、
従
来
の
全
合
成
研
究
の
枠
を
超
え
た
、
周
辺
諸
分
野
や
社
会
的
に
も
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
新
し
い
天
然
物
合
成
化
学
を
展
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
卓
越

し
た
業
績
は
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
、
井
上
学
術
賞
、
有
機
合
成
化
学
協
会

賞
、
日
本
化
学
会
賞
、
藤
原
賞
お
よ
び
紫
綬
褒
章
等
が
授
与
さ
れ
て
お
り
、
日

本
学
士
院
賞
に
相
応
し
い
業
績
で
あ
る
。
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